
 

ふれあい月間、人のつながりの輪を広げる 

                     校長  川原 哲郎 

５月の道徳授業地区公開講座、学校公開には、多くの保護者の皆様に御来校いただきありがとうございました。お子

様の頑張っている姿、成長した姿を見ていただくことができたのではないでしょうか。また、道徳授業地区公開講座の際

に行った講演会にも、多くの方に参加していただき大変嬉しく思っております。道徳は、学校の教育活動全体を通して、

組織的・計画的に行われるものです。今後も、充実した道徳教育を行っていけるように取り組んでいきます。 

さて、６月は「ふれあい(いじめ防止強化)月間」です。これは東京都教育委員会が定め６月、１１月、２月に実施してい

ます。各学校が、いじめ、自殺、暴力行為等の問題行動、不登校等の早期発見・早期対応、未然防止等につながる取組

を推進していきます。学校では毎月、「生活アンケート」を子供たちからとり、子供たちが困っていること、不安に思ってい

ることはないかなどを確認し、即対応するようにしています。また、今回の道徳授業公開でも扱ったように、道徳の学習で

いじめなどに関することや友だちとの関係づくりを題材とした教材を使い、友達と仲良く過ごすにはどうするか、相手のこ

とを考えて行動するとはどういうことか、いじめについてなど子供たち同士、意見交換をしながら考える活動を行います。

６月初めの全校朝会では、いじめや問題や多様性を認めることなどについて、校長から話をします。人を傷付けたり、嫌

な気持ちにさせたりするので絶対にしてはいけない３つの「い」、「いじめ、いじわる、いやがらせ」。このことは、年度当初

にも子供たちに話し、こういうことをしないために自分はどうしていくかしっかり考えてほしいということも伝えてきました。

頭では分かっている子が多いと思います。正しい行動がとれるかどうか、そこに真の理解があると思います。子供たちに

は、繰り返し伝えていきたいと思います。 

先日、「学校運営協議会」というものがありました。これは、保護者や地域の声をもっと学校教育に生かし、学校のた

め、子供たちのためにできることを協議していく場です。各町会長の皆様、ＰＴＡ会長、これまで学校評議員をしてくださっ

ていた方々、港区の行政、地域学校協働本部の代表者の方などが委員となっています。その中で、もっとあいさつがで

きるようになるといいということが話題になりました。「あいさつは、人と人とをつなぐ魔法の言葉だよ。」と子供たちに話し

ています。元気で明るいあいさつから、子供たちの輪が広がることを目指しています。同時に、大人の輪も広がるといい

と思います。 








